
庄
内
で
は
最
初
、
２
０

０
１
年
８
月
に

市
町
村

14

で
庄
内
地
域
市
町
村
合
併

研
究
会
を
設
置
し
て
庄
内

一
本
化
の
検
討
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
が
や
が
て
分
裂
。

遊
佐
町
出
身
の
総
務
省

の
合
併
担
当
の
課
長
補
佐

に
よ
る
「
市
町
村
合
併
待

っ
た
な
し
」
と
題
し
た
研

修
会
が
、
２
０
０
２
年
３

月
に
飽
海
４
町
で
、
４
月

に
庄
内
市
町
村
議
長
会
で

開
催
さ
れ
、「
合
併
の
動
き

が
あ
ま
り
に
も
遅
い
」
と

叱
咤
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
消
極
的
だ
っ

た
合
併
の
動
き
が
加
速
し
、

庄
内
北
部
で
は
２
０
０
２

年
８
月
に
酒
田
市
な
ど
７

市
町
で
庄
内
北
部
地
域
合

併
協
議
会(
任
意)

を
設
置
。

そ
の
後
余
目
・
立
川
町

が
離
脱
し
、
翌
年
２
月
に

５
市
町
で
法
定
協
議
会
を

設
置
。

そ
の
後
水
道
事
業
な
ど

を
理
由
に
遊
佐
町
が
離
脱

し
、
２
０
０
４
年

月
に

11

４
市
町
で
法
定
協
議
会
を

設
置
し
、
２
０
０
５
年
11

月
に
新
酒
田
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。

庄
内
南
部
で
は
、
鶴
岡

市
な
ど
８
市
町
が
２
０
０

２
年
７
月
に
庄
内
南
部
地

区
合
併
検
討
協
議
会(

任

意)

を
設
置
。
余
目
町
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
ま
し

た
。

月
に
７
市
町
村
が
法

10
定
協
議
会
に
移
行
し
、
２

０
０
４
年

月
の
各
市
町

10

村
議
会
の
合
併
議
案
の
議

決
で
は
、
三
川
町
議
会
が

合
併
を
否
決
。
三
川
町
を

除
く
南
庄
内
合
併
協
議
会

に
移
行
し
ま
し
た
。

月
の
各
市
町
村
議
会

12
の
合
併
議
案
の
議
決
で
は
、

羽
黒
町
議
会
は
審
議
未
了
、

廃
案
と
な
り
合
併
が
不
成

立
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
転
し
て
翌

年
１
月

日
に
町
長
が
異

14

例
の
専
決
処
分
で
合
併
を

決
め
、
そ
し
て

月
に
新

10

鶴
岡
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

2016年４月10日

第１０４４号

編 集 発 行
日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
4月 17人 11,016円
3月 34人 31,104円

地区別子どもの数　（平成28年3月31日）小学校別生徒数（平成28年4月8日） 中学校生徒数（平成28年4月7日）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

藤島 男 12 16 15 17 13 25 藤島小 男 26 23 25 20 24 24 藤島中 男 47 58 54

女 11 15 15 11 15 11 女 30 31 20 29 23 33 女 54 41 59

計 計23 31 30 28 28 36 56 54 45 49 47 57 　 合　　計 101 99 113

八栄島 男 2 1 2 5 2 4

女 4 4 3 4 4 5

計 6 5 5 9 6 9

長沼 男 5 2 3 5 4 3 長沼小 男 5 5 3 3 2 2

女 3 4 2 4 2 6 女 2 2 5 1 7 2

計 計8 6 5 9 6 9 7 7 8 4 9 4

渡前 男 1 2 5 6 10 3 渡前小 男 6 8 11 6 15 9

女 6 3 2 6 8 4 女 5 6 17 5 8 4

計 計7 5 7 12 18 7 11 14 28 11 23 13

東栄 男 7 7 6 5 3 5 東栄小 男 4 5 5 9 9 5

女 5 5 5 9 8 5 女 5 3 6 10 11 6

計 計12 12 11 14 11 10 9 8 11 19 20 11

　 合　　計 56 59 58 72 69 71  　 合　　計 83 83 92 83 99 85

男 27 28 31 38 32 40 男 41 41 44 38 50 40

女 29 31 27 34 37 31 女 42 42 48 45 49 45

※複式学級：国の基準では、２個学年あわせて１年生を含むときは８人以下、そ

れ以外では１６人以下
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平成28年度　藤島地域と三川町の子ども数

藤島地域

三川町

平
成

年
度
に
出
生
し

27

た
藤
島
地
域
の
子
ど
も
の

数
は

人
で
、
過
去
最
少

56

と
な
り
ま
し
た
（
住
民
基

本
台
帳
平
成

年
３
月

28

31

日
現
在
）。

３
年
連
続
で
三
川
町
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

長
沼
小
学
校
で
は
、
３

・
４
年
生
及
び
５
・
６
年

生
が
複
式
学
級
と
な
っ
て

い
ま
す
。

藤
島
中
学
校
の
１
年
生

は
１
０
１
人
で
す
が
、
特

別
支
援
を
除
く
普
通
学
級

が
県
の
サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ン

人×

３=

人
と
な
り
、

33

99

２
年
生
と
同
じ
く
３
ク
ラ

ス
に
減
り
ま
し
た
。

平
成
大
合
併
の
マ
イ

ナ
ス
の
影
響

市
町
村
合
併
に
よ
り
、

藤
島
地
区
は
中
心
機
能
を

失
い
、
渡
前
地
区
は
鶴
岡

市
街
地
に
吸
収
さ
れ
る
形

で
減
少
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
平
成
大
合
併
の
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
が
深
刻
で

す
。
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０

０
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８
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検
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２
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催
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０
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定
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、
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０
０
５
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に
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し
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４
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の
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案
の
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決
で
は
、
三
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町
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会
が
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併
を
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決
。
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川
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を

除
く
南
庄
内
合
併
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議
会

に
移
行
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ま
し
た
。

月
の
各
市
町
村
議
会

12
の
合
併
議
案
の
議
決
で
は
、

羽
黒
町
議
会
は
審
議
未
了
、

廃
案
と
な
り
合
併
が
不
成

立
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
転
し
て
翌

年
１
月

日
に
町
長
が
異

14

例
の
専
決
処
分
で
合
併
を

決
め
、
そ
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て
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に
新
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鶴
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（月１７７円程度）
4月 17人 11,016円
3月 34人 31,104円

鶴岡市の地域別子どもの数　（平成28年3月31日）
０歳１歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳12歳13歳14歳

鶴岡
男 323315 332 318370 358 390 384 412 407 376 420 400 417 457
女 323343 359 338355 372 333 346 335 410 393 363 392 399 417
計 646658 691 656725 730 723 730 747 817 769 783 792 816 874

藤島
男 27 28 31 38 32 40 41 39 45 41 50 40 47 58 53
女 29 31 27 34 37 31 41 42 46 45 49 45 54 40 59
計 56 59 58 72 69 71 82 81 91 86 99 85 101 98 112

羽黒
男 39 35 27 30 36 32 30 35 34 29 37 38 43 49 32
女 25 22 22 31 34 35 32 32 37 40 31 32 25 44 28
計 64 57 49 61 70 67 62 67 71 69 68 70 68 93 60

櫛引
男 22 16 28 30 33 25 26 29 33 31 28 29 31 40 45
女 33 25 32 24 20 31 27 35 26 31 28 25 26 29 42
計 55 41 60 54 53 56 53 64 59 62 56 54 57 69 87

朝日
男 13 10 11 15 15 10 17 15 16 13 19 13 20 16 16
女 15 12 7 9 13 14 14 13 18 17 12 15 12 14 10
計 28 22 18 24 28 24 31 28 34 30 31 28 32 30 26

温海
男 18 15 19 12 14 20 17 21 20 24 25 30 37 36 26
女 11 12 16 21 25 19 21 24 23 31 23 23 31 20 30
計 29 27 35 33 39 39 38 45 43 55 48 53 68 56 56

合計
男 442419 448 443500 485 521 523 560 545 535 570 578 616 629
女 436445 463 457484 502 468 492 485 574 536 503 540 546 586
計 878864 911 900984 987 989 10151045111910711073111811621215

三川町の子どもの数　（平成28年3月31日）
０歳１歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳12歳13歳14歳

三川町
男 41 36 32 36 28 41 38 41 32 28 41 33 36 40 39
女 28 31 34 32 31 31 34 19 33 38 35 31 32 31 39
計 69 67 66 68 59 72 72 60 65 66 76 64 68 71 78

鶴岡市の地域別及び三川町の子どもの数（平成28年3月31日現在）
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鶴岡市の地域別及び三川町の子どもの数（平成28年3月31日現在）人

年齢

鶴岡

鶴岡

平
成

年
度
に
出
生
し

27

た
鶴
岡
市
の
子
ど
も
の
数

は
８
７
８
人
で
、
過
去
最

少
だ
っ
た
昨
年
度
を

人
14

上
回
り
ま
し
た
（
住
民
基

本
台
帳
平
成

年
３
月

28

31

日
現
在
）。

地
域
別
で
は
１
歳
児
と

比
べ
鶴
岡
△

人
、
藤
島

12

△
３
人
と
減
少
し
、
羽
黒

＋
７
人
、
櫛
引
＋

人
、

14

朝
日
＋
６
人
、
温
海
＋
２

人
と
増
え
ま
し
た
。

藤
島
地
域
は
三
川
町
を

３
年
連
続
で
下
回
り
ま
し

た
。東

田
川
の
郡
都
で
あ
っ

た
旧
藤
島
町
が
「
平
成
の

大
合
併
」
で
中
心
機
能
を

失
い
、
衰
退
が
著
し
く
、

旧
町
村
へ
の
地
域
内
分
権

が
大
き
な
課
題
で
す
。



１
万
３
２
１
１
人
。
市

民
団
体
『
読
書
の
ま
ち
鶴

岡
』
宣
言
を
す
す
め
る
会

（
以
下
『
読
書
の
ま
ち
』）

が
、
市
に
宣
言
の
制
定
を

求
め
る
た
め
市
民
か
ら
得

た
署
名
の
総
数
で
あ
る
。

市
の
人
口
の
約

％
に

10

あ
た
る
数
字
で
あ
る
。

会
は
、
署
名
を
添
え
て

請
願
を
３
月
議
会
に
提
出

し
た
。
し
か
し
、

日
の

11

市
議
会
市
民
文
教
常
任
委

員
会
、

日
の
本
会
議
で

24

不
採
択
と
な
っ
た
。

「
鶴
岡
に
は
多
様
な
分

野
の
文
化
が
あ
る
。
ひ
と

つ
認
め
れ
ば
今
後
、
議
会

に
提
出
さ
れ
た
署
名
は
す

べ
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
く

な
る
。
趣
旨
に
は
賛
同
す

る
が
。」

な
ん
だ
か
奥
歯
に
物
が

挟
ま
っ
た
よ
う
な
反
対
理

由
で
あ
る
。

私
の
よ
く
存
じ
上
げ
る

市
議
の
一
人
は
「
読
書
の

ま
ち
」
に
全
面
的
に
賛
同

し
、
多
く
の
友
人
知
己
を

戸
別
訪
問
し
て
署
名
簿
に

住
所
氏
名
を
書
い
て
貰
っ

た
。
し
か
る
に
市
議
会
の

場
に
お
い
て
は
不
採
択
の

立
場
に
廻
っ
た
の
で
あ
る
。

所
属
す
る
会
派
の
き
び

し
い
縛
り
が
あ
っ
た
の
で

す
。こ

こ
で
余
談
で
す
が
、

地
方
議
会
、
国
会
な
ど
で

ハ
ー
ド
な
議
案
、
つ
ま
り

各
自
治
体
や
国
家
の
運
命

を
左
右
す
る
よ
う
な
予
算

や
、
国
で
言
え
ば
安
保
、

原
発
、
基
地
問
題
等
に
つ

い
て
は
、
党
派
の
一
致
団

結
の
行
動
が
望
ま
れ
る
が
、

文
化
面
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

の
議
案
を
討
議
す
る
場
合
、

党
派
の
拘
束
か
ら
あ
っ
さ

り
開
放
し
て
も
ら
っ
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

採
択
賛
成
議
員
は
わ
ず

か
の
４
名
。
何
か
と
野
党

色
の
強
い
メ
ン
バ
ー
な
の

で
与
党
か
ら
敬
遠
さ
れ
た

の
か
も
。
私
の
斜
め
方
向

か
ら
の
見
方
で
す
。
与
党

の
皆
さ
ん
、
料
簡
が
狭
い

ね
え
。

１
月
５
日
、
市
主
催
の

藤
島
地
域
新
年
祝
賀
会
に

私
も
出
席
。
佐
藤
文
一
議

長
に
会
う
機
会
が
あ
り
、

『
読
書
の
ま
ち
』
に
議
長

と
し
て
賛
同
し
、
制
定
に

向
け
て
尽
力
し
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
た
。

昨
年
中
に
市
議
会
事
務

局
を
通
じ
て
私
が
出
し
て

お
い
た
封
書
は
読
ん
で
く

れ
た
と
の
事
だ
っ
た
。

そ
の
中
に
「
周
平
の
お

母
さ
ん
は
朝
日
村
出
身
、

佐
藤
議
長
と
同
郷
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
の
文
言

を
入
れ
て
あ
る
。

『
読
書
の
ま
ち
』
の
黒

羽
根
会
長
が
３
月

日
付

31

の
荘
内
日
報
に
見
解
を
載

せ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
肥
田
美
代

子
さ
ん
と
い
う
元
国
会
議

員
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
述

し
て
い
る
。

彼
女
は
、
読
書
は
票
に

な
ら
な
い
と
周
り
か
ら
忠

告
さ
れ
な
が
ら
も
、
党
派

を
超
え
て
支
持
者
を
増
や

し
、
議
員
提
出
法
案
と
し

て
「
学
校
図
書
館
法
」
の

改
正
を
提
案
し
、
６
年
の

歳
月
を
か
け
て
衆
参
本
会

議
で
成
立
さ
せ
た
。

市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
、

会
派
と
い
う
狭
い
穴
か
ら

飛
び
出
し
て
、
鶴
岡
の
肥

田
美
代
子
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

読
書
と
い
う
文
化
の
基

盤
を
鶴
岡
の
地
で
守
り
抜

く
強
い
意
志
で
、
私
た
ち

と
行
動
を
共
に
し
て
く
だ

さ
い
。
期
待
し
て
ま
す
。

よ
く
眠
る
法

春
眠

暁

を
覚
え
ず
処

し
ゆ
ん
み
ん
あ
か
つ
き

し
よ

々
啼

鳥
を
聞
く
・
と
は
、

し
よ
て
い
ち
よ
う

今
頃
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

上
手
に
眠
れ
な
い
と
か
で

国
会
を
休
ん
で
い
る
人
は
、

今
で
も
同
じ
状
況
な
の
だ

ろ
う
か
。
お
医
者
さ
ん
は

患
者
さ
ん
の
寝
姿
を
見
た

か
ら
診
断
書
を
書
い
た
ん

で
し
ょ
う
ネ
ー
。
し
か
も

２
ケ
月
経
た
な
い
と
上
手

く
寝
れ
な
い
と
言
う
ん
だ
。

▲
ゲ
ス
は
こ
ん
な
時
、
診

断
書
は
ナ
ン
ボ
だ
も
ん
だ

ろ
う
ナ
ン
テ
考
え
る
ん
で

す
が
ネ
ー
。
し
か
も
ど
っ

ち
か
ら
貰
っ
た
お
金
か
ら

出
る
ん
だ
ろ
う
な
ん
て
サ
。

だ
っ
て
政
治
資
金
の
収
支

報
告
書
に
は
、
昼
飯
の
後

で
甘
い
物
を
食
っ
た
の
で

さ
え
載
っ
て
る
と
週
刊
誌

で
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
。

▲
ま
さ
か
、
当
人
も
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か

ら
寝
つ
き
が
悪
い
ん
だ
ナ

ン
テ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
が
、
ど
っ
ち
に
し
て
も

お
金
が
心
配
な
ん
で
シ
ョ
。

▲
し
か
し
、
大
臣
を
辞
め

て
か
ら
随
分
な
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
サ
ツ
の
調
べ

は
ど
う
な
っ
て
る
ん
で
し

ょ
う
か
ネ
ー
。
選
挙
に
影

響
す
る
か
ら
と
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
ネ
。
な
に
し
ろ

こ
の
政
権
、
自
分
ら
に
不

利
と
見
れ
ば
テ
レ
ビ
か
ら

表
立
っ
た
人
た
ち
が
消
え

て
ゆ
く
時
代
に
し
た
か
ら

サ
。
怖
い
で
す
ヨ
。

▲
こ
の
人
は
消
え
る
前
に

本
当
の
こ
と
を
話
す
責
任

が
あ
る
ん
だ
ゼ
。
な
に
し

ろ
た
っ
た
一
人
で
交
渉
を

し
て
き
た
ん
だ
か
ら
。
国

会
の
特
別
委
員
会
で
中
身

を
説
明
し
な
い
こ
と
に
は
、

日
本
中
の
誰
も
善
し
悪
し

は
判
断
で
き
な
い
か
ら
サ
。

▲
日
本
へ
の
影
響
の
善
し

悪
し
で
眠
れ
な
く
な
っ
た

の
で
な
く
、
自
分
の
カ
ネ

勘
定
で
眠
れ
な
い
な
ん
て

贅
沢
で
す
よ
。
全
部
お
っ

ぴ
ろ
げ
て
サ
ツ
に
調
べ
て

も
ら
い
な
ヨ
。
そ
し
た
ら

ゆ
っ
く
り
眠
ら
れ
る
こ
と

請
け
合
い
だ
ゼ
。
な
あ
ー

み
ん
な
。（
石
川
）

部
隊
投
入
と
い
う
２
つ
の

方
法
が
あ
る
。

い
ま
は
②
が
主
流
に
な

っ
て
お
り
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
で
殴
り
込
み
体
制
の

強
化
で
あ
る
。
日
本
防
衛

の
抑
止
力
強
化
な
ど
で
は

決
し
て
な
い
。

第
２
に
、
新
基
地
の
運

用
年
数

年
、
耐
用
年
数

40

２
０
０
年
と
い
う
異
常
な

も
の
で
あ
る
。

米
国
防
総
省
が

年
に

97

作
成
し
た
『
日
本
国
沖
縄

に
お
け
る
普
天
間
海
兵
隊

航
空
基
地
の
移
設
の
た
め

の
国
防
総
省
の
運
用
条
件

及
び
運
用
構
想
』
に
「（
辺

海
兵
隊
が
他
国
を
攻
撃

す
る
方
法
は
①
上
陸
用
舟

艇
で
海
岸
上
陸
②
垂
直
離

着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
よ

う
な
航
空
機
で
、
空
か
ら

野
古
の
）
海
上
施
設
お
よ

び
す
べ
て
の
関
連
構
造
物

は
、

年
の
運
用
年
数
と

40

２
０
０
年
の
耐
用
年
数
を

持
つ
よ
う
に
す
る
」
と
明

記
し
て
い
る
。
な
ん
と
２

０
０
年
も
沖
縄
に
居
座
る

つ
も
り
で
あ
る
。

帝
国
主
義
時
代
で
も
外

国
が
領
土
を
借
り
る
租
借

地
は
最
長
で
も

年
で
し

99

た
。
当
時
は
半
永
久
的
と

考
え
ら
れ
た
年
数
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
１
０
０
年
も

上
回
る
こ
と
に
な
る
脅
威

の
年
数
で
あ
り
永
久
と
も

言
え
る
の
で
あ
る
。

第
１
に
、
殴
り
込
み
部

隊
と
し
て
の
海
兵
隊
基
地

の
圧
倒
的
な
強
化
。

不破哲三氏の講演に拍手する
人たち＝３月16日、那覇市


